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こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
た
。

こ
の
高
台
か
ら
は
ム
ッ
シ
ュ
島

カ
イ
ル
リ
島
は
じ
め
市
街
地
が
一

望
で
き
る
。
第
18
軍
隷
下
の
約

４
万
人
の
将
兵
も
こ
こ
か
ら
上
陸

し
終
戦
ま
で
守
備
を
全
う
し
た
。

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
侵
攻
の
拠

点
と
な
っ
た
ウ
エ
ワ
ク
で
唯
一
の

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
。
昭
和
18
年
１

月
第
20
師
団
、
後
に
第
４
航
空
軍

（
洋
部
隊
）
司
令
部
が
置
か
れ
た

ウ
エ
ワ
ク
・
洋
展
台

スケッチ画（ウエワク慰霊墓苑）　稲垣 一良スケッチ画（ウエワク慰霊墓苑）　稲垣 一良

この台上より一望すると、左方向よりオウム岬、ウエワク半島、
阿部岬、松の岬まで展望できる。眼下の草地は陸軍中飛行場跡、中腹には
野戦高射砲第61大隊の陣地跡が残り、今も５門の残骸がみられる。

 

▽
第
53
回
通
常
総
会
　
開
催
の
お
知
ら
せ

　

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
の
規
定
に
よ
り
、
第
53
回
通
常
総
会

　

を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
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会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

�

（
マ
ス
ク
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

��

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
　
会
長
　
本
田

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
　
会
長
　
本
田  

昌
彦
昌
彦

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
未
だ
収
束
し
な
い

中
で
す
が
、
皆
様
お
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察
い
た

し
ま
す
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
世
界
的
大
流
行
に
見
舞

わ
れ
、
そ
の
拡
大
防
止
に
明
け
暮

れ
た
一
年
で
し
た
。
昨
年
度
の
当

会
行
事
も
二
月
の
総
会
は
無
事
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
七
月
の
慰
霊
大

祭
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
会

員
皆
様
の
参
列
を
見
合
わ
せ
役
員

の
み
で
の
式
典
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
又
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
の
慰
霊

巡
拝
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
実
施

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
後
75
年
目
の
「
終
戦
の
日
」

8
月
15
日
に
「
全
国
戦
没
者
追
悼

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
は
前
年
に
続
き
過
去

へ
の
「
深
い
反
省
」
に
触
れ
ら
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
に
も
言
及
さ
れ
「
こ
の

困
難
な
状
況
を
乗
り
越
え
、
今
後

と
も
、
人
々
の
幸
せ
と
平
和
を
希

求
し
続
け
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら

願
う
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

終
戦
か
ら
75
年
が
過
ぎ
、
戦
争

を
体
験
し
た
世
代
が
一
段
と
減

り
、
戦
後
生
ま
れ
が
人
口
の
８
割

を
超
え
る
日
本
で
は
太
平
洋
戦
争

が
人
々
に
と
っ
て
「
同
時
代
の
痛

み
を
伴
う
出
来
事
」（
記
憶
）
か

ら
「
歴
史
上
の
出
来
事
」（
歴
史
）

へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
３
１
０
万
人
を
超
え
る
死
者

を
出
し
た
先
の
大
戦
に
な
ぜ
突
き

進
ん
だ
の
か
、
私
達
は
こ
う
し
た

歴
史
に
き
ち
ん
と
向
き
合
い
、
学

ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
二
度
と

こ
ん
な
戦
争
を
起
こ
し
て
は
い
け

な
い
」
と
い
う
思
い
を
し
っ
か
り

受
け
継
ぎ
、
同
じ
過
ち
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
歴
史
に
学
ぶ
大
切

さ
を
再
認
識
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
度
の
事
業
は
例
年
ど
お
り

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
、

明
る
く
穏
や
か
な
年
に
な
り
ま
す

よ
う
祈
念
す
る
と
共
に
、
皆
様
方

の
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た

し
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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日
本
遺
族
会
が
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
金
を
受
け
実

施
し
て
い
る「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

が
、
全
て
中
断
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
渡
航
が
で
き
な
い
た

め
で
、
今
年
度
は
戦
後
75
年
の
節
目
に
当
た
る
が
、
全
世

界
に
広
が
る
感
染
症
が
慰
霊
事
業
に
暗
い
影
を
落
と
し

て
い
る
。

日
本
遺
族
会
に
よ
る
と
、
今
年
度
の
慰
霊
友
好
親
善
事

業
は
、
８
月
下
旬
か
ら
今
年
３
月
末
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
な

ど
計
19
方
面
の
派
遣
が
予
定
さ
れ
、
参
加
者
９
百
人
を
募

集
し
て
い
た
。

し
か
し
、
渡
航
先
の
国
々
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

を
理
由
に
、
外
国
人
の
入
国
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

入
国
後
14
日
間
の
隔
離
措
置
が
取
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。

参
加
す
る
遺
児
の
平
均
年
齢
も
80
歳
前
後
で
、
感
染
発
病

　
佐
久
で
県
戦
没
者
追
悼
式

　
佐
久
で
県
戦
没
者
追
悼
式

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　  

コ
ロ
ナ
禍
で
規
模
縮
小

コ
ロ
ナ
禍
で
規
模
縮
小

戦没者遺児慰霊渡航中断戦没者遺児慰霊渡航中断

マダン・ウエワクの小学校を訪問するマダン・ウエワクの小学校を訪問する
慰霊友好訪問団（令和2年2月14日）慰霊友好訪問団（令和2年2月14日）

モ
ロ
ベ
州
ラ
エ
市
近
郊
の
ナ
ザ

ブ
空
港
の
全
面
改
修
工
事
が
、
日

本
政
府
の
支
援
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。こ

の
整
備
事
業
は
、
既
存
の
空

港
を
国
際
空
港
と
す
る
た
め
に
、

滑
走
路
な
ど
を
拡
張
す
る
と
と
も

に
、
空
港
ビ
ル
を
新
設
す
る
。
政

府
は
約
２
７
０
億
円
の
円
借
款
を

支
援
し
た
。
来
年
度
末
に
完
成
す

れ
ば
、
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
の
ジ
ャ

ク
ソ
ン
空
港
に
次
ぐ
Ｐ
Ｎ
Ｇ
第
二

の
国
際
空
港
と
な
る
。

昨
年
７
月
に
行
わ
れ
た
起
工
式

に
は
、
マ
ラ
ぺ
首
相
、
中
原
邦
之

大
使
は
じ
め
、
同
国
関
係
官
僚
な

ど
約
百
人
が
出
席
し
た
。
マ
ラ
ぺ

首
相
は
ス
ピ
ー
チ
で
、
日
本
と
の

友
好
の
象
徴
と
し
て
空
港
名
を「
ナ

ザ
ブ
・
ト
モ
ダ
チ
空
港
」
と
し
た

い
と
述
べ
た
。

ラ
エ
市
は
同
国
第
２
の
都
市
と

な
っ
て
い
る
が
、
先
の
大
戦
で
は
昭

和
17
年
３
月
、
海
軍
陸
戦
隊
が
上

陸
し
、
飛
行
場
を
建
設
し
た
。
そ

の
後
51
師
団
が
死
の
転
進
路
と
言

わ
れ
た
サ
ラ
ワ
ケ
ッ
ト
山
を
越
え

２
千
余
名
の
将
兵
が
命
を
落
と
し

マ
ダ
ン
に
退
却
し
て
い
る
。

コロナ感染拡大で遺族会主催の事業できず

で
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
も
高
い
こ
と
か
ら
、

同
会
は
実
施
の
可
否
を
慎
重
に
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
年
度
８
月
～
９
月
中
旬

に
ロ
シ
ア
や
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
を

取
り
や
め
、
12
月
末
ま
で
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
も
中
止
と
な
っ
た
。

１
月
～
３
月
の
７
事
業
も
中
止

と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

県
遺
族
会
の
轟
事
務
局
長
は

「
県
内
か
ら
こ
の
慰
霊
事
業
に
参

加
さ
れ
る
遺
児
の
皆
さ
ん
は
、
毎

年
15
名
前
後
で
す
が
、
本
年
度
は

申
し
込
み
が
な
い
状
態
で
す
。
高

齢
の
方
が
多
い
だ
け
に
、
現
地
慰

霊
巡
拝
は
時
間
と
の
闘
い
と
な
り

ま
す
が
、
早
い
再
開
を
期
待
し
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
る
。

高齢者多く早期再開を期待

  

ナ
ザ
ブ
空
港
改
修
着
工

ナ
ザ
ブ
空
港
改
修
着
工

　
　
　

　
　
　  

日
本
の
支
援
で
整
備
へ

日
本
の
支
援
で
整
備
へ

ＰＮＧＰＮＧ

令
和
２
年
度
県
戦
没
者
追
悼
式

は
昨
年
10
月
31
日
佐
久
市
の
県
立

武
道
館
で
開
い
た
。
県
内
各
地
の

戦
没
者
遺
族
の
代
表
ら
約
２
２
０

人
が
参
列
。
式
辞
で
阿
部
守
一
知

事
は
「
県
民
の
大
半
が
戦
争
を
知

ら
な
い
世
代
と
な
っ
て
い
く
中
、

戦
争
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
こ

と
が
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
責

務
」
と
述
べ
た
。

県
遺
族
会
の
横
田
久
会
長
は
追

悼
の
辞
で
「
御
英
霊
の
尊
い
犠
牲

の
上
に
今
日
が
あ
り
、
平
和
の
尊

さ
と
と
も
に
、
次
の
世
代
に
語
り

継
い
で
い
か
な
い
と
い
け
な
い
」

と
訴
え
た
。

県
遺
族
会
は
式
の
後
「
戦
没
者

遺
族
代
表
者
会
議
」
を
開
催
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
例
年
開
く
「
県
戦
没

者
遺
族
大
会
」
に
代
え
て
規
模
を

縮
小
し
、
同
会
議
と
し
た
。

ま
た
、「
総
理
、
閣
僚
等
の
靖

国
神
社
、
知
事
市
町
村
長
の
長
野

県
護
國
神
社
の
参
拝
定
着
を
図
る

こ
と
」
な
ど
代
表
者
会
議
決
議
を

採
択
し
た
。

県武道館で開かれた戦没者追悼式県武道館で開かれた戦没者追悼式

慰
霊
友
好
親
善
事
業

慰
霊
友
好
親
善
事
業　

日
本
遺
族
会
が
主
催
す
る
慰
霊
・
交
流
事
業
。

参
加
対
象
は
、
先
の
大
戦
で
父
親
が
戦
死
し
た
遺
族
で
、
こ
れ
ま
で
に

延
べ
１
万
６
千
人
が
参
加
し
た
。
国
か
ら
の
補
助
が
あ
り
参
加
費
は

10
万
円
。
か
つ
て
の
戦
地
で
慰
霊
行
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、
現
地
の
学

校
や
病
院
を
訪
問
、
文
房
具
や
車
椅
子
を
寄
贈
し
て
親
善
交
流
を
行
っ

て
い
る
。
参
加
申
し
込
み
先
は
長
野
県
遺
族
会
事
務
局
で
、
複
数
回
応

募
も
で
き
る
。
参
加
者
の
高
齢
化
に
配
慮
し
て
看
護
師
が
同
行
す
る
。
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と
こ
ろ
で
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方

面
か
ら
は
政
府
派
遣
収
容
遺
骨

数
は
１
万
８
千
９
百
36
柱
（
令

和
２
年
９
月
現
在
）。
こ
れ
に
引

揚
げ
の
際
に
戦
友
等
に
よ
り
持

ち
帰
ら
れ
た
遺
骨
を
含
め
る
と

５
万
１
千
４
百
20
柱
と
な
る
。

平
成
28
年
度
に
遺
骨
収
集
の
強

化
を
求
め
た
遺
族
の
声
を
法
制
化

し
た
「
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
法
」

成
立
に
よ
り
、事
業
が
強
化
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
と
も
な

い
、
昨
年
２
月
に
予
定
さ
れ
て
い

た
千
鳥
ヶ
淵
国
立
墓
苑
で
の
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
の
帰
還
ご
遺

骨
引
き
渡
し
式
も
中
止
さ
れ
た
。

セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
、
信
州
大

学
医
学
部
教
授
の
浅
村
秀
樹
氏

を
任
命
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
業
務

は
①
戦
没
者
遺
骨
の
科
学
的
鑑

定
②
遺
骨
収
容
に
関
す
る
技
術

的
事
項
③
諸
外
国
の
機
関
と
の

共
同
鑑
定
と
さ
れ
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

や
形
質
鑑
定
の
結
果
、
日
本
人
の

遺
骨
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す

る
た
め
の
判
定
会
議
、
遺
骨
を
遺

族
に
返
還
す
る
た
め
の
身
元
特

定
Ｄ
Ｎ
Ａ
会
議
を
設
け
る
。

ウ
エ
ワ
ク
の
コ
イ
キ
ン
・
マ
リ

ク
の
丘
に
あ
る
、
観
音
像
土
地
所

有
者
を
名
の
る
ジ
ョ
セ
フ
・フ
ァ
ッ

フ
ェ
氏
か
ら
こ
の
ほ
ど
、
40
年
分

の
土
地
使
用
料
の
支
払
い
を
求
め

る
書
簡
が
、
現
地
の
日
本
大
使
館

を
通
じ
て
本
田
会
長
宛
に
届
い
た
。

こ
の
観
音
様
は
昭
和
55
年
８
月

大
久
保
豊
初
代
会
長
が
、
現
地
の

パ
カ
ラ
酋
長
の
協
力
で
建
立
さ
れ

た
。
以
来
、
慰
霊
巡
拝
の
際
、
管

理
の
お
礼
と
し
て
手
み
や
げ
に
現

地
通
貨
を
添
え
て
、
敷
地
内
に
住

む
同
族
関
係
者
に
手
渡
し
て
き
た

経
過
が
あ
る
。

現
地
大
使
館
に
対
し
て
は
、
メ

ー
ル
便
で
本
会
の
見
解
を
説
明
す

る
と
共
に
、
今
後
の
善
処
方
を
依

頼
し
た
。
昨
年
末
に
は
、
外
務
省

か
ら
も
そ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

連
絡
が
寄
せ
ら
れ
た
。

東セピック州での焼骨式東セピック州での焼骨式
平成29年2月・ウエワクホテル敷地内平成29年2月・ウエワクホテル敷地内

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
本
年
度
の
海
外
遺
骨
収

集
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
地
域
に
お

い
て
派
遣
作
業
が
で
き
な
い
状
態

が
続
い
て
い
る
。
日
本
戦
没
者
遺

骨
収
集
推
進
協
議
会
は
、
当
面
の

間
海
外
に
お
け
る
遺
骨
収
集
事
業

を
中
止
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

同
推
進
協
は
、
今
後
の
派
遣
再

開
の
基
準
と
し
て
、
①
派
遣
相
手

国
の
入
国
・
行
動
制
限
が
解
除
さ

れ
る
こ
と
②
日
本
帰
国
後
の
行
動

制
限
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
③
外
務

省
が
発
出
し
て
い
る
渡
航
制
限
レ

ベ
ル
が
１
以
下
と
な
る
こ
と
の
三

条
件
を
満
た
し
た
後
に
、
厚
生
労

働
省
の
判
断
に
よ
っ
て
、
派
遣
手

続
き
を
開
始
す
る
と
し
て
い
る
。

同
協
議
会
は
本
年
度
、
東
部
・

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ス
マ
ル

ク
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
な
ど
18
地
域
で

の
遺
骨
収
集
事
業
を
予
定
し
て
い

た
。
こ
の
事
業
は
、
日
本
遺
族
会

が
同
協
会
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、

参
加
協
力
す
る
と
い
う
形
を
と
っ

て
お
り
遺
児
の
ほ
か
孫
、
ひ
孫
、

甥
、
姪
等
が
参
加
で
き
る
。
参
加

費
用
は
全
額
国
が
負
担
す
る
。
長

野
市
に
あ
る
県
遺
族
会
事
務
局
で

も
、
参
加
希
望
者
の
登
録
を
常
時

受
け
つ
け
て
い
る
。

特
別
寄
稿

特
別
寄
稿

厚
労
省
は
、
戦
没
者
遺
骨
の

取
り
違
え
問
題
な
ど
を
踏
ま
え
、

遺
骨
収
集
事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

で
見
直
す
こ
と
と
な
り
、
昨
年

か
ら
「
事
業
の
抜
本
的
見
直
し
」

に
着
手
し
た
。

有
識
者
会
議
や
遺
族

の
心
情
を
大
幅
に
取
り

入
れ
る
方
向
で
、
ま
と

め
ら
れ
て
お
り
、
遺
骨

の
取
り
違
え
防
止
策
に
万
全
を

図
る
な
ど
、
遺
骨
収
集
手
順
は

大
き
く
変
更
さ
れ
た
。

現
地
で
日
本
人
の
遺
骨
と
認

め
た
場
合
、
検
体
の
み
を
採
取

し
、
部
位
骨
は
現
地
に
保
管
。

検
体
は
日
本
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を

実
施
、
日
本
人
の
遺
骨
と
判
定

さ
れ
れ
ば
、
現
地
の
遺
骨
と
併
せ
て

洗
骨
・
焼
骨
を
行
い
、
や
っ
と
祖
国

へ
の
送
還
が
叶
う
こ
と
と
な
る
。

私
は
こ
れ
ま
で
40
数
回
に
わ
た

り
現
地
を
訪
問
し
て
い
る
。
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
広
大
な
戦
場
は
、

地
形
の
変
貌
や
荒
廃
に
よ
り
遺
骨

収
集
は
大
変
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

76
年
前
に
終
わ
っ
た
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

戦
線
は
そ
の
戦
域
、
戦
闘
状
況
か

ら
、
こ
れ
ま
で
に
収
骨
さ
れ
た
遺
骨

は
旧
日
本
軍
将
兵
の
も
の
と
固
く

信
じ
て
い
ま
す
。

科
学
的
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
鑑
定
を
否

定
し
な
い
が
、
鑑
定
機
関
、
検
査

体
制
、
結
果
判
明
ま
で
の
日
数
、

保
管
場
所
等
々
課
題
も
多
い
。

「
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
は
、
収
集

に
関
す
る
施
策
の
集
中
的
実
施

期
間
を
、
令
和
６
年
度
と
定
め

て
お
り
、
戦
没
者
遺
族
に
と
っ
て

残
さ
れ
た
時
間
は
短
い
。
加
え

て
世
界
的
な
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

蔓
延
に
よ
り
、
海
外
に
お
け
る

事
業
実
施
の
目
処
さ
え
立
た
な

い
状
況
に
あ
る
。

厚
労
省
は
こ
の
抜
本
的
見
直

し
で
「
一
柱
で
も
多
く
の
御
遺
骨

を
、
一
日
も
早
く
故
郷
に
、
そ
し

て
ご
遺
族
の
元
に
お
返
し
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
遺
骨
収
集

事
業
に
取
り
組
む
」
と
結
ん
で
い

る
が
、
ご
遺
骨
の
祖
国
へ
の
帰
還

事
業
の
更
な
る
加
速
を
遺
族
は

切
望
し
て
い
る
。（
横
浜
市
在
住
）

遺
骨
収
集
事
業
今
後
の
課
題

    

　   

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
友
遺
族
会

�

事
務
局
長
　
森
本
浩
吉

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
の

　
　
　
　
　
　

収
容
ご
遺
骨

�

こ
れ
ま
で
５
万
１
千
余
柱
帰
還

遺
骨
鑑
定
セ
ン
タ
ー
立
上
げ

遺
骨
の
科
学
的
鑑
定
に
対
応

コ
イ
キ
ン
観
音
地
主
か
ら

土
地
使
用
料
支
払
い
要
求

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者

の
、
遺
骨
収
集
は
昭
和
27
年
か
ら

始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
約
34
万
柱

の
ご
遺
骨
が
収
容
さ
れ
た
。
こ
れ

に
復
員
、
引
き
揚
げ
で
戦
友
な
ど

の
持
ち
帰
り
遺
骨
を
含
め
る
と
約

１
２
８
万
柱
が
帰
還
し
て
い
る
。

海
外
で
の
遺
骨
収
集
事
業

海
外
で
の
遺
骨
収
集
事
業

��

本
年
度
事
業
は
中
止
へ

本
年
度
事
業
は
中
止
へ

ロ
シ
ア
等
に
お
け
る
遺
骨
の

取
り
違
え
問
題
を
踏
ま
え
、
厚
労

省
は
「
戦
没
者
遺
骨
鑑
定
セ
ン

タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
た
。
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優
れ
た
石
碑
と
し
て
全
面
改
修
し

ま
し
た
。

作
業
は
敷
地
内
の
下
草
刈
り
、

樹
木
の
手
入
れ
等
を
行
い
、
日
パ
両

国
の
国
旗
を
掲
げ
、
石
碑
と
芳
名

盤
に
生
花
を
飾
り
つ
け
、
祭
壇
に

拝
礼
を
い
た
し
ま
し
た
。

広
辞
苑
を
引
く
と『
苦

労
の
多
い
と
き
は
髪
の

毛
が
よ
く
伸
び
、
楽
を

し
て
い
る
と
き
は
爪
が

よ
く
伸
び
る
』
と
あ
り

ま
す
。
そ
の
他
諸
説
い

ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で
す
。

三
年
ほ
ど
前
の
こ
と
、

私
は
突
然
の
病
で
長
期

の
入
院
生
活
を
送
り
ま

し
た
。
抗
ガ
ン
剤
の
治

療
で
朝
起
き
る
と
枕
に

髪
が
い
っ
ぱ
い
、
伸
び
る

ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
爪
の
方
は
伸
び
て

薄
く
な
り
折
れ
る
心
配

も
あ
り
そ
う
で
す
。
苦

痛
が
あ
っ
て
髪
の
毛
が

無
く
な
り
爪
が
伸
び
る

…
ど
う
も
苦
髪
楽
爪
の

逆
の
よ
う
な
現
象
で
す
。

苦
髪
楽
爪
と
い
う
言

葉
に
つ
い
て
は
七
十
年

あ
ま
り
昔
の
中
学
生
の

頃
、
母
か
ら
説
明
を
受

け
た
覚
え
が
あ
り
ま
し

た
。『
苦
労
し
て
髪
の
毛

を
綺
麗
に
す
る
間
も
な

く
働
け
ば
髪
も
伸
び
た

ま
ま
に
な
る
だ
ろ
う
し
、

絶
え
ず
手
仕
事
を
す
れ

ば
爪
も
す
り
減
っ
て
伸

び
な
い
の
だ
よ
。
そ
う

い
う
人
も
い
る
の
だ
よ
』

と
教
え
ら
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
こ
の
ほ
う
が
説
得

力
が
あ
っ
て
以
来
こ
の

解
釈
を
自
分
の
辞
書
に

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
現
象
を
聞
い

た
悪
友
た
ち
は
「
髪

は
長
さ
で
な
く
て

あ・

・

・

・

・

・

る
か
ど
う
か
だ
よ
。

爪
は
ニ
キ
ビ
も
な
い
か

ら
も
う
い
ら
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
の
…
」
と
笑
っ

て
い
ま
す
。�

（
竹
村
）

令
和
２
年
度
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

戦
没
者
慰
霊
大
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
酷
暑
の
７
月
26

日
松
本
市
の
長
野
県
護
國
神
社
に

お
い
て
自
粛
開
催
、
遺
族
を
始
め

関
係
来
賓
の
参
列
を
ご
遠
慮
い
た

だ
く
中
で
、
厳
粛
に
滞
り
な
く
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

神
社
本
殿
に
は
、
横
田
久
県
遺

族
会
長
、
大
久
保
典
昭
顧
問
は
じ

め
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
役
員
ら
10
名

が
参
列
し
ま
し
た
。
式
典
は
午
後

１
時
、
恒
例
の
大
太
鼓
の
合
図
で

始
ま
り
、
参
列
者
に
よ
る
黙
と
う
、

国
歌
の
斉
唱
、
修
祓
と
続
き
奥
谷

宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
、
引
き
続
き

慰
霊
の
玉
串
を
神
前
に
奉
り
戦
没

者
の
御
霊
に
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
て

式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。
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ニ
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ニ
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方
面
戦
没
者

回
ニ
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ギ
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ア
方
面
戦
没
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慰
霊
大
祭
厳
粛
に
斎
行

慰
霊
大
祭
厳
粛
に
斎
行

★
大
き
な
声
は
ご
遠
慮
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
会

報
編
集
陣
も
３
密
を
避
け
て
28

号
を
纏
め
ま
し
た
。
★
慰
霊
巡
拝
、

遺
骨
収
集
等
現
地
訪
問
の
行
事
だ

け
で
な
く
戦
没
者
追
悼
式
の
規
模

も
縮
小
さ
れ
遺
族
の
心
が
集
ま
る

機
会
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
役

員
一
同
知
恵
を
出
し
あ
っ
て
会
の
維

持
発
展
に
務
め
て
い
き
ま
す
。
★

新
型
コ
ロ
ナ
発
生
の
地
と
言
わ
れ

る
武
漢
、
編
集
子
は
60
数
年
の
昔

に
訪
問
、
香
港
か
ら
橋
を
渡
っ
て

中
国
に
入
る
と
蝿
一
匹
見
な
く
な

る
新
中
国
が
あ
っ
た
の
で
す
が
…
。

★
稲
垣
元
会
長
の
ご
逝
去
、
会
報

を
作
り
始
め
た
頃
、
ご
自
宅
を
拝

借
し
て
糊
で
ベ
タ
ベ
タ
に
な
り
な

が
ら
一
日
が
か
り
の
発
送
作
業
を

思
い
出
し
ま
す
。
★
ウ
エ
ワ
ク
郊

外
の
高
射
砲
陣
地
跡
、
バ
ス
の
中

に
花
を
投
げ
込
ん
で
見
送
っ
て
く

れ
た
子
供
た
ち
と
の
交
流
も
あ
り

ま
し
た
。
★
い
ま
や
コ
ロ
ナ
の
は

や
り
言
葉
の
ク
ラ
ス
タ
ー
で
す
が
、

か
つ
て
Ｂ
29
か
ら
降
り
注
が
れ
た

Ｍ
69
ク
ラ
ス
タ
ー
焼
夷
弾
が
先
輩

で
す
。
ど
ち
ら
も
憎
い
言
葉
で
す
。

★
干
支
は
丑
年
。
ア
マ
ビ
エ
様
に

も
「
命・

・

・

・

と
経
済
」
と
い
う
欲
張
っ

た
お
願
い
を
し
て
、
安
全
な
ワ
ク

チ
ン
の
投
与
も
待
ち
な
が
ら
穏
や

か
な
日
々
が
戻
る
ま
で
頑
張
っ
て

い
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。�

（
Ｔ
）

▼
事
務
局
か
ら
▲

平
素
か
ら
長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
会
の
円
滑
な
活
動
に
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
さ
ま
で
、
当
会
も
多
く
の
会

員
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
で
、
52

年
の
長
い
歴
史
を
積
み
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
近
年
で
は
、
会

員
の
高
齢
化
と
減
少
に
伴
い
、
必

要
な
予
算
の
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
会
活
動
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
会
費
の
納

入
な
ど
に
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

会
員
の
名
義
変
更
や
、
転
居
な

ど
の
移
動
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

役員のみで厳粛に斎行された慰霊大祭役員のみで厳粛に斎行された慰霊大祭

式
典
に
先
立
ち
慰
霊
碑
敷
地
内
の

式
典
に
先
立
ち
慰
霊
碑
敷
地
内
の

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

自
粛
開
催
と
な
っ
た
慰
霊
大
祭

で
す
が
、
開
催
に
先
立
ち
参
加
者

全
員
で
慰
霊
碑
周
辺
を
清
掃
し
、

祭
壇
に
拝
礼
し
て
戦
没
者
の
御
霊

に
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。

こ
の
碑
は
昭
和
49
年
に
建
立
さ

れ
ま
し
た
が
、
地
震
災
害
が
心
配

さ
れ
た
た
め
護
國
神
社
と
の
協
議

で
、
平
成
26
年
４
月
に
耐
震
性
に

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
顧

問
（
第
６
代
会
長
）・
稲
垣
一
良

さ
ん
が
、
令
和
２
年
８
月
16
日
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享
年
89
歳
）。

茲
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
あ

げ
ま
す
。

稲
垣
さ
ん
は
、
平
成
19
年
２

月
か
ら
23
年
２
月
ま
で
の
４
年

間
、
第
６
代
会
長
と
し
て
当
会
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

間
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
慰

霊
巡
拝
団
の
派
遣
推
進
、
ま
た

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
の
広
報
活
動

を
強
化
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開

設
、
会
報
「
椰
子
の
樹
」
の
発
刊

な
ど
当
会
の
活
動
に
大
き
な
足

跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

稲
垣
　
一
良
さ
ん
死
去

当
会
顧
問
・
元
会
長コラム

苦
髪
楽
爪

参加者全員で行った碑の敷地内の清掃参加者全員で行った碑の敷地内の清掃


